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緊
急
事
態
下
で

の
五
輪
。
改
め

て
、五
輪
と
「
政

治
・
お
金
」
の

密
接
な
関
係
が

明
ら
か
に
な
っ

た
。「
安
心
・
安
全
な
大
会
」
と
寝

言
の
よ
う
に
言
っ
て
き
た
総
理
や

組
織
委
会
長
は
、
東
京
の
感
染
拡

大
や
都
知
事
の
思
惑
、
都
議
選
結

果
で
態
度
を
豹
変
し
た
▼
専
門
家

の
リ
ス
ク
提
言
を
無
視
し
、Ｇ
７
サ

ミ
ッ
ト
で
国
際
社
会
に
開
催
を
明

言
し
た
総
理
や
「
提
言
に
は
中
止

が
書
か
れ
て
い
な
い
」
と
開
催
あ

り
き
で
準
備
・
運
営
し
て
き
た
会

長
の
「
無
観
客
」
判
断
は
、あ
ま
り

に
も
遅
す
ぎ
た
。
開
会
式
前
日
ま

で
「
多
様
性
と
調
和
」
に
背
く
行

為
が
続
き
、混
乱
が
生
じ
た
▼
と
は

い
え
、「
無
観
客
」
で
も
ア
ス
リ
ー

ト
の
活
躍
で
、い
つ
も
と
違
う
五
輪

を
楽
し
め
た
。
一
時
で
も
現
実
を

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
た
か
も
し
れ

な
い
。
た
だ
、説
明
責
任
を
一
切
果

た
さ
ず
強
行
開
催
し
、
国
民
に
犠

牲
を
強
い
た
リ
ー
ダ
ー
た
ち
へ
の
不

満
・
反
発
は
大
き
い
▼
延
期
決
定

以
降
、喜
ん
だ
の
は
五
輪
に
係
る
利

害
関
係
者
だ
け
で
、苦
し
め
ら
れ
た

の
は
、真
面
目
に
要
請
に
応
じ
た
多

く
の
国
民
だ
。
バ
ブ
ル
崩
壊
や
開

催
に
よ
る
開
放
感
、人
流
増
で
、感

染
が
急
拡
大
し
た
。
Ｉ
Ｏ
Ｃ
・
政

府
・
組
織
委
な
ど
ト
ッ
プ
の
責
任

は
極
め
て
重
い
。
今
こ
そ
、心
あ
る

政
治
へ
の
変
化
が
求
め
ら
れ
る
。

【
榮
留
本
部
長
あ
い
さ
つ
要
旨
】

　

７
月
上
旬
に
北
薩
地
域
を
中
心
に
襲
っ
た
豪
雨
に
お
い
て
、被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん

に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
早
期
の
生
活
再
建
に
つ
な
が
る
よ
う
、迅
速
な
共

済
金
支
払
い
を
最
優
先
に
進
め
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
度
は
、感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
、推
進
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

台
風
10
号
な
ど
の
自
然
災
害
へ
は
、迅
速
な
対
応
を
図
り
、共
済
金
支
払
い
を
行
い

ま
し
た
。

  

「
こ
く
み
ん
共
済 coop

」
の
更
な
る
浸
透
や
子
ど
も
の
健
全
育
成
に
向
け
た
取
り

組
み
や
連
合
・
労
福
協
な
ど
関
係
団
体
と
連
携
し
、労
働
者
自
主
福
祉
運
動
の
強
化

を
図
り
ま
し
た
。

　

協
力
団
体
と
連
携
し
、組
合
員
の
保
障
最
適
化
の
実
現
に
取
り
組
み
、「
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
60
」
な
ど
を
通
し
て
、生
活
保
障
設
計
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
結
果
、鹿
児

島
推
進
本
部
の
受
入
共
済
掛
金
、86
億
８
千
７
百
万
円
、支
払
共
済
金
、42
億
６
千

４
百
万
円
と
な
り
、新
規
契
約
件
数
は
、目
標
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
度
も
感
染
予
防
対
策
の
徹
底
を
最
優
先
に
、保
障
相
談
な
ど
オ
ン
ラ

イ
ン
推
進
を
図
り
ま
す
。ま
た
、「
お
役
立
ち
」と「
共
創
」活
動
を
更
に
進
め「
自
賠
責
・

こ
く
み
ん
・
長
期
生
命
」
を
最
重
点
共
済
と
し
、他
の
共
済
を
含
め
、さ
ま
ざ
ま
な
ア

プ
ロ
ー
チ
を
行
い
目
標
達
成
を
果
た
し
ま
す
。

　

次
期
団
体
生
命
共
済
制
度
改
定
に
向
け
た
提
案
活
動
を
行
い
、統
一
店
舗
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
独
自
の
「
住
ま
い
る
共
済
の
窓
口
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
等
に
よ
り
、保
障
相
談

な
ど
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。
マ
イ
カ
ー
共
済
代
理
店
化
に
向
け
、関
係
強
化
を
図
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
、組
合
員
と
家
族
に
安
心
を
与
え
、可
処
分
所
得
の
向
上
に
つ
な
が
り
、

信
頼
さ
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。
ご
協
力
と
協
同
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

  

「
鹿
児
島
県
労
済
生
協
第
66
回
通

常
総
代
会
」
な
ら
び
に
「
こ
く
み
ん

共
済 coop

〈
全
労
済
〉
第
４
回
鹿

児
島
推
進
本
部
組
合
員
代
表
者
会
議

を
７
月
29
日
（
木
）
に
マ
リ
ン
パ
レ

ス
か
ご
し
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
に
つ
と
め
な
が
ら
45

名
の
総
代
が
出
席
し
ま
し
た
。
棈
野

総
代
と
阪
元
総
代
を
議
長
団
に
選
出

し
、
榮
留
本
部
長
（
理
事
長
）
あ
い

さ
つ
の
後
、
２
０
２
０
年
度
推
進
活

動
報
告
、
２
０
２
１
年
度
推
進
活
動

計
画
な
ど
の
議
案
審
議
を
行
い
、
各

議
案
と
も
満
場
一
致
で
承
認
を
受
け

ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
選
挙
の
確
認

が
行
わ
れ
、
下
表
の
と
お
り
新
役
員

が
決
定
し
ま
し
た
。

役
職
名

氏
名

選
出
団
体

備
考

本
部
長

榮
留　

道
夫
自
治
労

事
務
局
長
梶
原　

健
児
全
国
労
働
者
共
済 

生
活
協
同
組
合
連
合
会

代
表
委
員
片
野
田
尚
剛
県
労
福
協

〃

日
高　

実
禎
連
合
鹿
児
島

〃

満
水　

正
幸
自
治
労

〃

岡　
　

良
二
私
鉄
総
連

〃

出
田　

正
文
フ
ー
ド
連
合

〃

吉
海
江
俊
也
自
動
車
総
連

新
任

〃

福
森　

茂
広
全
建
総
連

〃

中
野　

博
康
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
新
任

〃

池
田　

耕
造
運
輸
労
連

〃

肥
後　

良
二
自
治
労
全
国
一
般

〃

下
小
薗
祐
一
基
幹
労
連

〃

須
納
瀬　

稔
紙
パ
連
合

〃

石
田　

則
行
鹿
児
島
地
域

〃

岩
切　

真
二
鹿
児
島
地
域

〃

古
殿　

義
輝
鹿
児
島
地
域

〃

岩
下　

卓
美
鹿
児
島
地
域

〃

鮫
島　

眞
一
南
薩
地
域

新
任

〃

三
浦　

辰
男
北
薩
地
域

〃

外
山　

浩
己
姶
良
伊
佐
地
域

〃

杉
本
浩
太
郎
大
隅
地
域

新
任

〃

長
田　

恭
枝
熊
毛
地
域

〃

山
田
た
ま
き
奄
美
地
域

監
事

百
武　

啓
二
電
力
総
連

〃

馬
場　

淳
一
情
報
労
連

〃

前
門　

正
俊
全
労
金

新
任

鹿
児
島
県
労
働
者
共
済
生
活
協
同
組
合
の
役
員

は
、
こ
く
み
ん
共
済 c

o
o

p
 

鹿
児
島
推
進
本
部

の
役
員
が
兼
務
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※�
「
本
部
長
」
→
「
理
事
長
」　
「
事
務
局
長
」

→
「
専
務
理
事
」　
「
代
表
委
員
」
→
「
理
事
・

監
事
」
を
兼
務
。

【
敬
称
略
・
順
不
同
】

榮留本部長（理事長）

こ
く
み
ん
共
済 coop

〈
全
労
済
〉

鹿
児
島
推
進
本
部
　
役
員
体
制

鹿
児
島
県
労
働
者
共
済
生
活
協
同
組
合

こ
く
み
ん
共
済 coop
〈
全
労
済
〉
九
州
統
括
本
部
鹿
児
島
推
進
本
部

第
66
回
通
常
総
代
会
お
よ
び
第
4
回
組
合
員
代
表
者
会
議
を
開
催



（2）労 働 金 庫 ☎ 099（225）2217第 729 号
20２１年８月15日

「令和３年７月１日からの大雨」により被災されたお客さまへ
特別融資のお知らせ

　「令和３年７月１日からの大雨」の被害を受けられた皆さまに対しまして、心よりお見舞い申し上げるとともに、
一日も早い復旧をお祈り申し上げます。
　九州ろうきんでは、この度被害を受けられたお客さまへの復旧支援対策として、特別融資を適用することにいた
しましたので、ご案内申し上げます。



（3） 労 働 金 庫 ☎ 099（225）2217 第 729 号
20２１年８月15日

組合の経費処理
に便利なカード　ろうきんUC法人カードのご案内

　会合や出張、ネット通販、Zoom利用の決済、ETC等さまざまなシーンをサポート！
１．�現金仮払い、個人立替でお困りになったことはありませんか？　
　◎�経費の仮払いや個人の立替払いがなくることで、キャッシュレス化が図れ、私費との混在防止も図れます。
　◎�振込や現金払い等による経費支出事務処理の手間が削減できます。
２．ろうきんＵＣ法人カードの種類は？

九州ろうきん　
ツカエルさん　
のご紹介
　ツカエルさんは、
まじめで、がんばり
屋さんで、でものんびり屋さん
のカエルです。
　九州ろうきんとお客さまをつな
ぐ「顔」としてCMをはじめ、いろ
いろなところで活躍しています。
　みなさん、仲良くしください！

　

７
月
７
日
、
鹿
児
島
支
店
の
知
識

職
員
が
Ｆ
Ｍ
か
ご
し
ま
の
ラ
ジ
オ
番

組
「
μ’
　ｓ
Ｕ
Ｐ
！
」
に
ゲ
ス
ト
と
し

て
出
演
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
中
島
身
依
さ
ん
と

の
絶
妙
な
掛
け
合
い
で
、「
カ
ー
ラ

イ
フ
ロ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

の
告
知
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
紹
介
し
た
「
カ
ー
ラ
イ

フ
ロ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」は
、

２
０
２
１
年
10
月
で
20

周
年
も
迎
え
る
に
あ
た

り
、
ご
利
用
の
み
な
さ

ま
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
表
し
、
期
間
は
７
月

１
日
か
ら
３
月
31
日
ま

で
、
金
利
は
変
動
金
利

型
で
保
証
料
込
み
の
最

大
引
き
下
げ
金
利
が

１
・
７
％
と
大
変
お
得

な
金
利
と
な
っ
て
い
ま

す
。
使
い
み
ち
は
、
自

動
車
購
入
・
バ
イ
ク
購

入
・
自
転
車
購
入
・
車

検
・
運
転
免
許
取
得
の

費
用
と
し
て
は
も
ち
ろ

「
Ｆ
Ｍ
か
ご
し
ま
」
に
生
出
演
し
ま
し
た
�

鹿
児
島
支
店

ん
、
他
金
融
機
関
等
か
ら
の
借

換
に
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◇複数枚でご利用される会員様も増えてきております。
◇�法人格の無い会員様でも、〈ろうきん〉とお取引のある会員様なら法人

カードが作れます。

詳しくは、株式会社　労金カードサービス　　カード事業部
〒101-0064　東京都千代田区神田猿楽町2-1-14　A&Xビル3階
電話　03-3295-6737　　Fax 03-3292-7350
ホームページ　http://www.rokincardservice.co.jp/



（4）こくみん共済 coop ＜全労済＞第 729 号
20２１年８月15日

◦�「鹿児島推進本部共済活動表彰基準」
にもとづいて順位を決定しています。

◦�新契約件数・契約率の部は、2020年
度の新規契約件数と当該協力団体の
組織人員にもとづき決定しています。

◦�生活保障設計運動の部は、2020年度
の各協力団体における各種共済活動
を共済活動表彰基準別表にもとづき
集計し、選考しています。

第
４
回
組
合
員
代
表
者
会
議
を
開
催
し
ま
し
た

　

２
０
２
１
年
度
は
、New

-
Zetw

ork

（
中
期
経
営
政
策
）

の
最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
間
取
り
組
ん
だ
「
お

役
立
ち
」
と
「
共
創
」
活
動
の

総
仕
上
げ
と
し
て
、
当
初
計
画

し
た
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の

活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

ま
た
、
制
度
改
定
３
年
目
を

迎
え
る
「
こ
く
み
ん
共
済
・
長

期
生
命
共
済
」
と
「
自
賠
責
共

済
」
の
３
共
済
を
最
重
点
共
済

と
定
め
、「
住
ま
い
る
共
済
」、

「
マ
イ
カ
ー
共
済
」
の
取
り
組

み
も
す
す
め
な
が
ら
、
目
標
達

成
に
向
け
た
推
進
活
動
を
展
開

し
ま
す
。

報告【2021年度 推進活動計画】

Ⅰ.　活動の基盤となる取り組み
　１．�労働者自主福祉運動の拡大に向けた取り組み
　２．�社会課題への取り組みによる「こくみん共済 

coop」ブランドの向上
　３．�New-Zetwork（中期経営政策）の最終年度

の取り組み
　４．�新型コロナウイルス感染症に対する取り組み
Ⅱ.　新ブランドの浸透と社会課題への取り組み
　１．�「7才の交通安全プロジェクト（横断旗寄贈の

取り組み）」
　２．�「子どもの成長応援プロジェクト（縄跳び寄

贈の取り組み）」
　３．�「こくみん共済 coop SDGs行動宣言（推進

本部独自の取り組み）」
Ⅲ.　事業維持・事業拡大のための取り組み
　１．協力団体における取り組み
　２．居住域における取り組み
　３．代理店における取り組み
　４．事業基盤強化にむけた取り組み
　５．オンライン推進の取り組み

２
０
２
１
年
度 

鹿
児
島
推
進
本
部 

推
進
活
動
計
画
に
つ
い
て

当日の様子

【敬称略】

住まいる共済

（火災共済）

新規契約 件数の部 新規契約　契約率の部

最優秀 鹿児島県職員労働組合 最優秀 南日本総合サービス互助会

優秀 全日通労働組合　鹿児島県支部 優秀 指宿南九州消防職員協議会

住まいる共済

（自然災害共済）

新規契約 件数の部 新規契約　契約率の部

最優秀 鹿児島市職員労働組合 最優秀 志布志畜産労働組合

優秀 奄美市職員労働組合 優秀 生和糖業労働組合

マイカー共済

新規契約 件数の部 新規契約　契約率の部

最優秀 南国交通労働組合 最優秀 全日本港湾労組　鹿児島支部

優秀 日本特殊陶業労働組合 優秀 住友金属鉱山菱刈鉱山労働組合

自賠責共済

新規契約 件数の部 新規契約　契約率の部

最優秀 曽於市職員組合 最優秀 阿久根市職員労働組合

優秀 鹿児島県職員退職者会 優秀 龍郷町職員組合

こくみん共済

新規契約 件数の部 新規契約　契約率の部

最優秀 鹿児島県建設技能者組合 最優秀 春日鉱山労働組合

優秀 京セラ労働組合（国分支部・川内支部・隼人支部） 優秀 富国製糖労働組合

団体生命共済

純増口数表彰

最優秀 中越パルプ労働組合　川内支部

優秀 南国殖産労働組合

優秀 鹿児島トヨタ労働組合

生活保障

設計運動表彰

最優秀 日本フードパッカー鹿児島労働組合

優秀 南さつま子どもの家親和会

優秀 私鉄鹿児島交通労働組合

＜2020年度共済活動表彰＞
表彰団体一覧
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＜県内の共済ショップ＞
ぐりんぼう鹿児島店
〒892-0835
鹿児島市城南町7-28
ぐりんぼう鹿屋店
〒893-0015
鹿屋市新川町5768-2
ぐりんぼう奄美店
〒894-0027
奄美市名瀬末広町9-24
松元ビル1F

引き続き
電話でのご予約も
お待ちしております！

鹿
児
島
県
限
定

「
住
ま
い
の
保
障
点
検
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
実
施
中
で
す
！

　

8
月
2
日
（
月
）
～
31
日
（
火
）
の
期
間
、鹿
児
島
県
限
定
で
「
住
ま
い
の
保
障
点
検
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

台
風
・
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
か
ら
「
住
ま
い
」
を
守
る
た
め
に
こ
の
機
会
に
保
障
点
検
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、共
済
シ
ョ
ッ
プ
窓
口
に
ご
来
店
・
ご
加
入
い
た
だ
い
た
方
に
は
も
れ
な
く
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
ご
用
意
し

て
お
り
ま
す
。　

　
「
気
軽
に
・
何
で
も
・
何
度
で
も
相
談
で
き
る
『
親
切
で
頼
れ
る
店
舗
』」
を
合
言
葉
に
、ぐ
り
ん
ぼ
う
鹿
児
島
店
・
鹿
屋
店
・

奄
美
店
の
ス
タ
ッ
フ
一
同
、感
染
症
拡
大
防
止
対
策
を
十
分
に
行
い
な
が
ら
、皆
さ
ま
の
ご
来
店
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
来
店
予
約

　
　
　
　
　
　
　

開
始
の
お
知
ら
せ

　

こ
く
み
ん
共
済 coop 

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
各
共
済
シ
ョ
ッ
プ
の

来
店
予
約
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
ア
ク
セ
ス
い
た
だ
き
、

3
ス
テ
ッ
プ
で
簡
単
に
予
約
が
で
き
ま
す
。
混
雑
時
で
も
待
ち
時
間
が

短
く
な
り
、予
約
時
に
ご
希
望
の
手
続
き
を
伺
う
た
め
、ス
ム
ー
ズ
な

手
続
き
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

共
済
シ
ョ
ッ
プ
ご
と
に
予
約
締
切
が
異
な
り
ま
す
の
で
、ご
利
用
い

た
だ
く
際
は
、お
早
め
の
ご
予
約
を
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。
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ニュース・
ワード

な
ど
の
規
制
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
消
費
者
団
体
も
「
安
全

性
の
調
査
が
不
十
分
」
と
指
摘
。

ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
の
普
及
に
つ
い

て
は
、
再
検
討
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
台
風
に
大
雨

に
災
害
の
お
こ
り
や
す
い
時
季
を
迎

え
ま
す
。
自
分
の
住
ん
で
い
る
場
所

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
し
て
お

き
、
万
が
一
に
備
え
て
お
き
た
い
で

す
ネ
。

  


（
阿
久
根
市
）

　

今
の
職
場
に
な
っ
て
初
め
て
労
福

協
、
労
福
協
だ
よ
り
の
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
読
ん

　

雨
が
続
く
と
、頭
痛
が
し
た
り
、

な
ん
と
な
く
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い

日
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、

「
セ
ル
フ
コ
ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
で
う

ま
く
い
く
！
」の
文
章
を
読
ん
で
、

ま
ず
は
、
深
呼
吸
、
自
分
を
叱
咤

し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
よ

う
と
思
い
ま
し
た
。 （
鹿
児
島
市
）

　

こ
く
み
ん
共
済
の
保
障
点
検

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
ま
し

た
。
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
南
さ
つ
ま
市
）

　

職
場
で
毎
月
拝
読
し
て
お
り
ま

す
。
い
つ
も
有
益
な
情
報
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
、
初

め
て
申
し
込
ん
で
み
ま
し
た
。
正

解
し
て
い
る
と
い
い
な
ー
。

（
鹿
児
島
市
）

ゲノム編集トマト
　

血
圧
上
昇
を
抑
え
る
と
さ
れ
る
物

質
「
ギ
ャ
バ
」
を
、
通
常
の
15
倍
に

増
や
し
た
ト
マ
ト
。
筑
波
大
学
発
の

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
開
発
し
、
今
年

５
月
に
家
庭
菜
園
向
け
に
苗
を
配
布

し
ま
し
た
。
商
品
化
も
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
定
の
遺
伝
子
を
破
壊
・
切
断
す

る
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
政
府
は
「
遺
伝
子
組
み
換
え
食

品
で
は
な
い
」
と
い
う
立
場
で
す
が
、

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
は
遺
伝
子
組
み

換
え
の
一
種
と
み
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
安
全
性
確
保
を
目
的
に
、
開
発

企
業
に
厳
し
い
リ
ス
ク
評
価
や
表
示

読
　
者

か
ら
の

声

265

で
い
ま
す
。ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
、

久
し
ぶ
り
に
や
っ
た
ら
楽
し
く
て
、

毎
月
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

 

（
奄
美
市
）

　

先
日
、新
採
さ
ん
に
「
ろ
う
き
ん
」

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
手
数
料
無
料
を
教
え
て
通

帳
を
作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
絶
対

便
利
に
な
る
は
ず
で
す
！
「
ろ
う
き

ん
」
さ
ん
の
存
在
が
身
近
で
な
い
人

が
多
い
の
で
、
ど
ん
ど
ん
紹
介
し
た

い
で
す
！

 

（
南
さ
つ
ま
市
）

　
「
＃
教
師
の
バ
ト
ン
」
で
魅
力
を

伝
え
よ
う
と
し
て
、
逆
効
果
だ
っ

た
と
い
う
記
事
が
興
味
深
か
っ
た

で
す
。
こ
の
機
会
を
生
か
し
て

ぜ
ひ
改
善
さ
れ
て
ほ
し
い
で
す

ね
！ 

（
鹿
児
島
市
）

セルフコンパッション
でうまくいく！

臨床心理士　山藤奈穂子

べ
て
の
人
が
持
つ
、
愛
さ
れ
た

い
と
い
う
純
粋
無
垢
（
む
く
）

な
願
い
か
ら
生
ま
れ
る
。
誰
か

ら
も
愛
さ
れ
な
く
て
い
い
と
い

う
人
は
恥
を
感
じ
な
い
。
人
と

共
に
生
き
た
い
か
ら
こ
そ
、
私

た
ち
は
恥
を
感
じ
る
の
だ
」

　

恥
を
感
じ
て
つ
ら
い
気
持
ち

に
な
っ
た
ら
、
目
を
閉
じ
、
胸

に
手
を
当
て
て
深
呼
吸
を
し
な

が
ら
、
こ
う
考
え
ま
し
ょ
う
。

「
私
は
今
恥
を
感
じ
て
い
る
。

そ
れ
は
た
だ
愛
さ
れ
た
い
、
認

め
て
ほ
し
い
、
嫌
わ
れ
た
く
な

い
と
い
う
、
全
て
の
人
間
が
持

つ
願
い
が
あ
る
か
ら
だ
。
み
ん

な
一
緒
だ
よ
」。
そ
れ
か
ら
親

友
に
か
け
る
よ
う
な
言
葉
を
自

分
に
言
い
ま
す
。「
大
丈
夫
、

あ
な
た
が
す
ご
く
努
力
し
た
こ

と
は
わ
か
っ
て
い
る
。
う
ま
く

い
か
な
く
て
残
念
だ
っ
た
ね
。

よ
く
が
ん
ば
っ
た
ね
」
と
。

　

恥
は
さ
ま
ざ
ま
な
精
神
疾
患

に
つ
な
が
る
こ
と
が
、
研
究
か

ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
が
恥
に
対
す

る
最
高
の
解
毒
剤
で
あ
る
こ
と

も
ま
た
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

失
敗
し
て
恥
を
感
じ
た
時
、
自

分
を
優
し
く
許
す
こ
と
こ
そ
が

次
の
失
敗
を
防
ぐ
の
で
す
。

　

大
き
な
失
敗
や
業
績
不

振
、
人
前
で
の
叱
責
（
し
っ

せ
き
）、
ク
レ
ー
ム
…
。
人

は
こ
う
し
た
場
面
に
遭
う
と

自
分
を
恥
じ
、
時
に
は
死
に

た
い
と
思
い
、
人
と
距
離
を

と
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
独

り
に
な
る
と
、
つ
ら
い
場
面

を
思
い
返
し
て
自
分
を
責
め

ま
す
。
そ
し
て
、
い
っ
そ
う

落
ち
込
み
、
さ
ら
に
悲
観
的

に
物
事
を
と
ら
え
、
心
身
の

機
能
が
低
下
す
る
と
い
う
悪

循
環
に
陥
り
ま
す
。

　

恥
と
セ
ル
フ
コ
ン
パ
ッ

シ
ョ
ン
の
関
係
を
研
究
す
る

米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
Ｃ
・

ガ
ー
マ
ー
博
士
は
こ
う
言
い

ま
す
。「
恥
は
こ
の
世
の
す

⑯恥を感じた時の対処法
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鹿
児
島
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
で

は
、７
月
24
日
（
土
）
～
26
日
（
月
）

の
２
泊
３
日
の
行
程
で
、（
講
座
最

終
日
は
世
界
自
然
遺
産
登
録
が
決
定

し
た
歴
史
的
一
日
）
奄
美
大
島
の
自

然
・
歴
史
・
文
化
を
体
験
・
学
ぶ
こ

と
を
目
的
に
親
子
ふ
れ
あ
い
講
座
in

奄
美
を
開
催
。
講
座
に
は
５
家
族
・

12
名
、
現
地
の
奄
美
地
域
労
福
協
か

ら
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
台
風
の
余
波
で
風
雨
が
強

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
行
程
を
３
日
目

と
一
部
入
れ
替
え
、
ま
ず
奄
美
パ
ー

ク
で
奄
美
の
自
然
や
多
様
な
文
化
・

歴
史
を
映
像
や
展
示
物
で
再
認
識
。

併
設
の
「
田
中
一
村
記
念
美
術
館
」

で
は
、
奄
美
移
住
で
大
島
紬
の
染
色

工
と
し
て
働
き
な
が
ら
奄
美
の
自
然

を
描
き
続
け
た
田
中
一
村
の
繊
細
な

デ
ッ
サ
ン
・
色
使
い
に
魅
了
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
米
麹
と
サ
ト
ウ
キ

ビ
の
搾
り
汁
か
ら
作
っ
た
純
黒
砂
糖

を
原
料
に
し
た
黒
糖
焼
酎
の
工
場
・

浜
千
鳥
館
で
製
法
・
歴
史
を
学
び
、

龍
郷
町
り
ゅ
う
が
く
館
で
は
、
シ
ョ

チ
ョ
ガ
マ
・
平
瀬
マ
ン
カ
イ
・
西
郷

隆
盛
に
関
わ
る
映
像
と
展
示
物
で
伝

統
的
な
行
事
・
事
象
の
歴
史
的
背
景

等
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
大
浜
海
浜
公
園
・
海
洋

館
に
立
ち
寄
り
、
サ
ン
ゴ
礁
の
リ
ー

フ
で
砕
け
る
白
波
と
青
い
海
（
ア

マ
ミ
ブ
ル
ー
）
を
実
感
し
、
ま
た
ウ

ミ
ガ
メ
へ
の
エ
サ
や
り
体
験
に
も
感

動
。
奄
美
大
島
南
部
の
瀬
戸
内
町
ホ

ノ
ホ
シ
海
岸
は
、
太
平
洋
の
荒
波
で

削
ら
れ
丸
く
な
っ
た
石
が
敷
き
詰
め

ら
れ
た
ビ
ー
チ
と
沿
岸
の
奇
岩
に
強

風
も
加
わ
り
、
見
る
も
の
を
圧
倒
す

る
迫
力
で
し
た
。
奄
美
市
住
用
の
マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
パ
ー
ク
で
は
、生
物
多
様

性
の
宝
庫
で
あ
る
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
原

生
林
を
カ
ヌ
ー
で
爽
快
に
散
策
。
奄

美
市
役
所
住
用
支
所
で
は
捕
え
た
ハ

ブ
を
一
時
保
管
す
る
ハ
ブ
箱
に
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
大
島
紬
村
で
伝
統
的
な

染
色
法
で
あ
る
泥
染
め
を
体
験
。
ま

た
、
１
３
０
０
年
余
り
の
歴
史
を
持

泥染め体験でオリジナルハンカチ作製

世
界
自
然
遺
産
登
録
の
奄
美
大
島
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
を
体
感

県
労
福
協
２
０
２
１
親
子
ふ
れ
あ
い
講
座
in
奄
美

つ
世
界
三
大
織
物
の
一
つ
と
さ
れ
る

奄
美
大
島
紬
の
工
程
も
見
学
し
、
熟

練
職
人
が
時
間
と
手
間
を
か
け
て
完

成
さ
せ
る
奄
美
大
島
の
大
事
な
伝
統

産
業
の
素
晴
ら
し
さ
・
奥
深
さ
を
再

確
認
。
昼
は
奄
美
大
島
の
代
表
的
な

郷
土
料
理
「
鶏
飯
」
を
食
べ
、
絶
品

の
ス
ー
プ
を
味
わ
い
ま
し
た
。
昼
か

ら
は
天
候
も
回
復
し
、
奄
美
自
然
観

　

７
月
５
日
（
月
）
18
時
30
分
か
ら

「
Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い
」
３
０
１

～
３
０
３
会
議
室
に
お
い
て
、
北
薩

地
域
労
働
者
福
祉
協
議
会
第
27
回
定

期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、３
密
を
避
け
る

事
、手
指
消
毒
・
マ
ス
ク
着
用
に
加
え

　

姶
良
伊
佐
地
域
労
福
協
は
７
月
15

日
（
木
）、
隼
人
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
で
第
27
回
定
期
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
書
面
開

催
と
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
十
分
な

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
が
取
れ

る
場
所
を
確
保
し
開
催
し
よ
う
と
い

う
こ
と
で
、
６
０
０
人
収
容
可
能
な

多
目
的
ホ
ー
ル
で
、
代
議
員
も
絞
り

込
み
ま
し
た
。

検
温
も
行
い
な
が
ら
、感
染
対
策
を
万

全
に
し
て
短
時
間
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
鹿
教
組
北
薩
地
区
支
部

の
政
元
代
議
員
を
議
長
に
選
出
し
、

段
下
会
長
の
あ
い
さ
つ
後
、片
野
田
専

務
理
事
よ
り
来
賓
あ
い
さ
つ
を
い
た

だ
き
、２
０
２
０
年
活
動
報
告
、会
計

報
告
・
監
査
報
告
、
議
事
に
入
っ
て

第
１
号
議
案
か
ら
第
４
号
議
案
ま
で
、

全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

経
過
報
告
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

　

総
会
で
は
、
自
治
労
の
長
野
代
議

員
を
議
長
に
選
出
し
、
２
０
２
０
年

度
の
活
動
報
告
、
会
計
報
告
・
監
査

報
告
を
行
い
、
続
い
て
２
０
２
１
年

度
活
動
方
針
案
か
ら
役
員
選
出
案
ま

で
の
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う
な
活
動
が

で
き
な
い
現
状
で
す
が
、
開
催
で
き

る
方
法
を
探
り
な
が
ら
一
つ
一
つ
取

り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

北
薩
地
域
労
福
協
　
第
27
回
定
期
総
会
を
開
催

姶
良
伊
佐
地
域
労
福
協  

第
27
回
定
期
総
会
を
開
催

察
の
森
で
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
の
丁

寧
な
説
明
を
受
け
な
が
ら
フ
ィ
ル

ド
ワ
ー
ク
と
絶
景
の
龍
郷
湾
を
楽
し

み
、最
後
に
あ
や
ま
る
岬
へ
行
き
ま
し

た
。
喜
界
島
、笠
利
崎
沖
の
東
シ
ナ
海

と
太
平
洋
を
望
め
る
水
平
線
の
大
パ

ノ
ラ
マ
で
気
持
ち
も
晴
れ
、帰
途
に
就

き
ま
し
た
。

　

世
界
自
然
遺
産
登
録
が
決
ま
っ
た

歴
史
的
な
日
に
、
東
洋
の
ガ
ラ
パ
ゴ

ス
と
称
さ
れ
、
癒
や
し
と
歴
史
と
文

化
の
奄
美
大
島
で
の
体
験
学
習
を
企

画
・
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
南
国
ト
ラ

ベ
ル
サ
ー
ビ
ス
、安
全
な
運
行
で
楽
し

く
思
い
出
に
残
る
親
子
ふ
れ
あ
い
講

座
に
し
て
い
た
だ
い
た
し
ま
バ
ス
の
み

な
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

片野田専務理事のあいさつを聞く代議員の皆さま

い
て
実
施
で
き
な
か
っ
た
行
事
・
縮

小
開
催
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
や
、

県
労
福
協
と
し
て
初
め
て
取
り
組
ん

だ
「
タ
オ
ル
一
本
運
動
」
の
集
約
結

果
と
寄
贈
先
と
の
意
見
交
換
の
様
子

な
ど
も
説
明
し
ま
し
た
。
新
年
度
の

運
動
方
針
で
は
、
活
動
が
制
約
さ
れ

る
コ
ロ
ナ
禍
で
も
工
夫
し
な
が
ら
取

り
組
む
事
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

例
年
行
っ
て
い
る
終
了
後
の
懇
親

会
は
中
止
と
し
ま
し
た
が
、
構
成
組

織
を
応
援
す
る
意
味
も
込
め
て
、
弁

当
と
缶
ビ
ー
ル
な
ど
を
持
ち
帰
っ
て

頂
き
、
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。



2021年８月15日発行
毎月１回15日発行 第 729号　（8）かごしま労働者福祉だより（ ）

︿
解
き
方
﹀ 

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
７
文

字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１
　
見
物
す
る
人
は
い
ま
せ
ん

７
　
劉
邦
が
初
代
皇
帝
で
す

８
　
す
だ
れ
で
囲
っ
た
小
屋

10
　
酒
や
コ
ー
ヒ
ー
、
た
ば
こ

11
　
…
…
路
、…
…
並
み
、…
…

元

12
　
…
…
触
れ
。
メ
ン
バ
ー
の

こ
と

13
　
ミ
ツ
バ
に
似
て
い
ま
す

が
、
ミ
ツ
バ
よ
り
葉
が
多

い

14
　
体
操
競
技
の
1
種
目
。
男

子
だ
け
が
行
い
ま
す

16
　
短
気
は
…
…

17
　
宮
本
武
蔵
の
代
名
詞

20
　
漢
字
で
章
魚
と
も
書
き
ま

す

21
　
ピ
ー
ト
・
…
…
は
米
大

リ
ー
グ
の
最
多
安
打
記
録

保
持
者

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１
　
ふ
た
…
…
は
20
年

２
　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
歓
楽

街
や
観
光
地
で
鳴
い
て
い

ま
す

３
　
い
や
で
す
、
断
り
ま
す

４
　
分
不
相
応
な
大
き
な
た
く

ら
み

５
　
餅
に
も
な
る
秋
の
七
草

６
　
長
所
で
す

９
　
和
名
で
「
堤
琴
」
と
書
く

楽
器

12
　
英
語
で
は
「
ラ
ン
ウ

エ
ー
」。で
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
で
は
あ
り
ま
せ

ん
よ

13
　
か
け
も
ち
で
は
な
い

15
　
地
中
か
ら
出
て
き
ま
す
。

涼
し
げ
で
す
ね

18
　
世
相
の
変
化
に
伴
っ
て
変

わ
る
一
方
、
世
相
に
も
影

響
を
与
え
る
と
か
。
…
…

は
世
に
つ
れ

19
　
自
分
だ
け
の
利
益
を
図
る

こ
と

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　

柏
木　
　

剛	

南　
　

靖
子

　

山
下
み
の
り	

乾　
　

文
敏

　

城
戸　
　

隆	

福
田
な
つ
き

　

藤
田　

友
成	

園
田　

征
紀

　

米
山　

芽
衣	

恐
田
小
夜
子

　

永
吉　

孝
浩	

有
薗　

毅
朗

　

奈
良
脇　

誠	

石
走　

利
和

　

有
馬　

文
香	

鮫
島　
　

恵

　

末
満
伸
太
郎	

木
原　

省
一

　

山
﨑　

悦
子	

浦
崎　

浩
幸

〔
解
答
〕
は
必
ず
ハ
ガ
キ
で
解
答
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
職
場
名

を
明
記
の
こ
と
。
１
人
１
通
に
限
り

ま
す
。
な
お
、
労
福
協
各
団
体
に
対

す
る
ご
意
見
な
ど
も
お
書
き
く
だ
さ

い
。
締
め
切
り
は
２
０
２
1
年
９
月

６
日
必
着
。
今
回
も
20
人
の
方
に
賞

品
を
進
呈
し
ま
す
。

〔
送
り
先
〕
〒
890
‐
0064
鹿
児
島
市
鴨

池
新
町
五
‐
七　

六
階　

鹿
児
島
県

労
福
協
「
ク
イ
ズ
」
係

　

７
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

　

多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は

69
通
で
、
68
通
が
正
解
で
し
た
。
厳

正
な
抽
選
の
結
果
、
下
記
の
20
人
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

答え
「ナツヤサイ（夏野菜）」

公式キャラクター

ピットくん（鹿児島県）

「こくみん共済 coop」は営利を目的としない保障の生協として共済事業を営み、相互
扶助の精神にもとづき、組合員の皆さまの安心とゆとりある暮らしに貢献することを目
的としています。この趣旨に賛同いただき、出資金を払い込んで居住地または勤務地の
共済生協の組合員となることで各種共済制度をご利用いただけます。

たすけあいから生まれた保障の生協です。

ひとりで悩んでいませんか？
まずはお気軽にお電話を!

安心ネットかごしま
鹿児島市鴨池新町５番７号 県労働者福祉会館 6Ｆ

連合鹿児島地域協議会内 

0120-307-830

安心ネット姶良伊佐
霧島市隼人町見次1089-1

労 働 相 談 専 用

 ユーミー隼人ビル101
連合姶良伊佐地域協議会内

0120-783-022

0120-154-052

■相 談 日：月曜日～金曜日（土日祝を除く）
■相談時間：午前10時～午後4時
■相談内容：解雇・不払い残業・有給休暇・パワハラ・セクハラ

多重債務・奨学金・住宅（増・新築）など
■相　　談：原則無料

ただし、弁護士等専門家に相談する場合は、別途料
金がかかる場合があります。

＊九州ろうきんホームページアドレス
https://kyusyu-rokin.com/

＊こくみん共済 coop＜全労済＞ホームページアドレス
https://www.zenrosai.coop

＊労福協ホームページアドレス
http://blog.rofuku.net/kagoshima/

＊「あつまれ！ユニオンスクエア～＃毎月05日は連合の日～」
　ホームページアドレス　「主権者教育～もっと政治に関心を！～」
https://ja.twitcasting.tv/unionion

ATM利用手数料 ATM利用手数料

は２０２０年４月１日現在の概要です。


